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Vision

いつも あなたのそばにいる 、

ワイエスイーのテクノ ロ ジー。

ビジョ ン・ 経営理念

私たちワイエスイー株式会社は創業以来、

一貫し て管更生の分野を邁進し てまいり ま

し た。 施工のプロと し て、 今後も 確かな成

果物をお客様へご提供できるよう 技術の研

鑽に努めると と もに、 豊富な経験と 実績の

もと 、 メ ーカーと 2 人 3 脚で技術研究を行

い、 工法の発展にも寄与し てまいり ます。

ワイエスイーのイメ ージカラーであるブルーは「 水」

を、 グラ デーショ ンは「 成長」 と 「 変化」 を表し 、

信頼さ れる確かな技術を日々研鑽し ながら、 社会の

変化にも柔軟に対応する思いを込めています。 そし

て、 幾何学模様をよく 見ると「 Ｙ 」「 Ｓ 」「 Ｅ 」 のア

ルファベッ ト の組み合わせになっています。これは、

社員同士や協力会社様と の「 連携」「 協働」 を表し

ています。

マンホールの蓋をモチーフにし たロゴは、 意識し て

よく 観察すると Ｙ Ｓ Ｅ が見えてきます。 私たちの仕

事も同じ です。 マンホールの下に広がる世界は意識

すること により 初めて見えてきます。 見えないけれ

ど人々の暮らし のそばにいつもあるのです。 広く 公

共に資する働きで社会と「 繋がり 」、そして資源の「 循

環」 を支えています。 その想いをロゴマークの円と

6 つのＹ Ｓ Ｅ で表現し まし た。

会 社 概 要

◉ 社 員 の 横 の つ な が り を 強 め る ～ 人 と 響 き あ う ～

◉ 共 通 の 学 び ・ 行 動 ・ 経 験 ～ 成 長 の 追 求 ～

◉ 社 員 目 的 ・ 成 果 物 ・ 成 功 基 準 ～ も っ と お も し ろ く で き る 。 そ し て 、 い い 人 、 い い 社 会 を 作 る ～

ス ペ シ ャ リ ス ト 集 団 と し て 、 現 状 に 甘 ん じ る こ と な く 研 鑽 を 重 ね 、 管 更 生 の 地 位 向 上 と 普 及 に 努 め ま す

代表者

設立

資本金

事業内容

建設業許可種類・ 記号

主た る 取引先

代表取締役　 小関利英

1999/12/3

30,000,000 円

下水道管き ょ 更生工事

国土交通大臣　 許可 ( 特 -2)　 第 23676 号（ 2020 年 5 月現在）

東京都下水道局、 ほか民間建設業者

会 社 沿 革

1999 年 12 月

2009 年  5 月

2013 年  9 月

2017 年  9 月

2018 年  1 月

2019 年  8 月

2020 年 10 月

2021 年  2 月

山形県にて有限会社ワ イ エスイ ー設立

ワ イ エスイ ー株式会社へ商号変更

本店を東京都へ移転

自社ビル建設　 本店を移転

八潮機材センタ ー建設

社員寮「 メ ゾン八潮」 建設

埼玉営業所開設

神奈川営業所開設

東北営業所開設

ロ ゴ への想い

コ ンセプト

私たちのミ ッ ショ ン

下水道の 未来の はな し

ワ イ エ ス イ ーの 使命

汚水処理や雨水排除の 最新技術はも ち ろ ん 、

エ ネ ルギ ー源と し て の 可能性に も 注目！

家庭排水や工業排水な ど の汚水や雨水は、 ま ず下水道に集ま

り ま す。 そ こ か ら 水再生セ ン タ ーな ど の 処理場に 流れ込み、

汚れを 沈殿さ せた あ と は、 微生物が汚水内の有機物を 分解し

ていき ま す。こ う し て き れいな 水と なり 、川や海へ返さ れま す。

こ の下水がき れいにな っ て 海ま で返る 過程において、 エネ ル

ギーが生ま れる のです。

例え ば、 下水の汚泥から は農業に使え る リ ン 酸肥料ができ ま

す。 下水処理の過程で発生する 下水バイ オガス から は、 水素・

電気・ 熱・ メ タ ン と いう 複数のエネ ルギ ーを つく り 出し 、 活

用する シ ス テ ム の実現に向け て、 さ ま ざ ま な 研究や、 取り 組

みがなさ れて いま す。

私たち の衛生的で快適な暮ら し を 支えて いる

下水道は「 循環の 道」

私たち の足元にあ る 見え ない下水道について も っ と 知っ て ほ

し い。 暮ら し の中で必ず出る 生活排水。 下水道は、 その汚れ

た水を き れいにし て 自然に返し ま す。 そし て 再び、 その自然

から き れいな水が私たち のと こ ろ へと 返っ て 来ま す。 こ の循

環に下水道は大き な 役割を 果たし て いま す。

そし て も う １ つ知っ てほし いこ と があ り ま す。 それは、 私た

ち も その自然の循環の中にいる こ と です。 そう 意識する だけ

で、 例えば家庭で食器を 洗う と き 、 お風呂の水を 流すと き の

行動が少し 変わっ て く る のではないでし ょ う か。 私たち一人

ひと り が当事者であ る こ と を 意識する こ と 、 それが持続可能

な 未来を つく る 第一歩になり ま す。

私たち は創業以来、 下水道管き ょ 工事・ 管更生の分野を 専門にし て ま いり ま し た。 メ ーカ ー各社と の協業によ る 技術研究・ 開発、 そし て

工法の発展に寄与し ていま す。 それによ り 、 地域の皆様の健康で安全な生活環境の確保と 自然環境の保全に貢献し て いま す。

例え ば、 老朽化し た下水道管の破損によ る 道路陥没や、 漏水によ る 土壌汚染を 防ぎ 、 都市に降っ た雨を ス ム ーズ に川や海に流し て 浸水

を 防ぐ な ど 重要な 役割を 果た し て いま す。 下水管更生によ り 、 今を 生き る 人々の命と 暮ら し を 守っ て いま す。 そ し て それは、 未来を 生

き る 命を 守る こ と にも つな がっ ている と 自負し て いま す。

私た ち は、 こ れか ら も た ゆ ま ぬ技術の 研鑚と 、 向上心に よ り 、

持続可能な 未来を つく る こ と を 約束し ま す。

公衆衛生を 保ち

健康な生活を 守る

最先端技術で

今と 未来の水質を 保全

私たち の最先端技術の導入と

知見の収集は、 公共用水域の

水質改善と 保全に貢献し 、

「 未来の社会に貢献する 技術」

にも 繋がっ ています。

エネルギー効率改善と

地球温暖化対策に寄与

海や川の良好な

水環境の創出に貢献
道路陥没や土壌汚染を防ぎ

浸水などの災害から 守る

下水処理の過程で発生する

汚泥の燃料化事業や消化ガスを

利用し た発電は、 私たちの技術と

日々の活動が下支えと

なっ ています。

地下に張り 巡ら さ れた下水管で

汚水を 集め、 き れいにし てから

海や川へ返し ています。

豊かな自然を 守る 循環の

一翼を 担っ ています。

下水道の破損によ る 道路の陥没や

土壌汚染、 さ ら には水関連

災害によ る 死者や被災者数を

削減する こ と に貢献し て

います。

公衆衛生の確保を 持続的に

果たすこ と で、 水系感染症への

対処や水質汚染によ る 死亡や

疫病の減少に貢献し て

います。

代表取締役社長 荒木弘美



耐震 耐震構造を有しない管路施設を対象に、非開
削で耐震構造へ改善することができます。

マグマロック工法
管きょと管きょおよびマンホールの直壁の継
手部については、レベル２地震動による抜出
しに対して水密性を維持する追従性を有し、
マンホールと管きょの接続部については、ひ
び割れ箇所からの地下水や土砂の浸入をマグ
マロックで防止することで、被害を最小限に
抑えます。

私
た
ち
の
ま
ち
を
、
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
下
水
道
。
暮
ら
し
の
様
々
な
と
こ
ろ
に
下
水
道
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
下
水
道
管
の
標
準
耐
用
年
数
は
50
年
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
度
末
に
お
け
る
、
全
国
の
下
水
道
管
き
ょ
の
総
延
長
は
約
48
万
km
。
既
に
5
％
が
寿
命
を
迎
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
10
年
後
は
16
％
、
20
年
後

は
35
％
と
今
後
は
急
速
に
老
朽
化
が
進
み
ま
す
。
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
計
画
的
な
老
朽
化
対
策
や
維
持
更
新
の
施
策
が
必

要
な
の
で
す
。

内面被覆 水道、ガス、電力、通信などのライフラインが複雑に絡み合う環境において、開削による布設替えを行うことは困難です。非開削の更生工法を用いる
ことで周囲の環境にも配慮した施工が可能となります。

水替 水替を行うことで破損・劣化した管きょに流入する水を迂回させ、施工可能な状態となります。 中小口径 大口径

取付管

管径が150 ～ 800mm 程度の下水道管（既設管きょ）に適用する工法です。特殊な材料を
既設管きょ内に引き込み、もしくは反転挿入し硬化させることで強度のある平滑な更生管
を形成し、管きょをリニューアルします。
【工法例】 FFT-S 工法、パルテム SZ工法、ホースライニング工法、インシチュフォーム工法、
C-ONE 工法（本管）

管径が 800mm以上の大きな既設管きょに適用する工法
です。既設管きょの内側に鉄筋と樹脂製パネルを組み合
わせて設置し、そのすき間へ高流動・高強度モルタルを
充填することで既設管と一体化した高強度の複合管を構
築します。
【工法例】ストリング工法、パルテム・フローリング工法

公共ますと本管を結ぶ管を取付管といいます。
取付管も本管同様に腐食や損傷が発生するため、
非開削によるライニングを行うことで強固な更
生管を形成します。
【工法例】FRP 光硬化取付管ライニング工法、
C-ONE 工法（取付管）

内面補強
マンホール内や既設管きょ
に生じた段差、管すれ、ジョ
イントずれ、クラック等を
部分的に補修する工法です。
【工法例】FRP 内面補強工法
（熱硬化・光硬化）、クリス
タルライニング工法FFT-S 工法

ストリング工法

RAKUYU－Z
工法

RAKUYU－Z 工法で水替えを行うことにより、地域生活者の排水制限を実施することなく、施工
箇所が一定期間完全ドライ（又は施工可能な水位）の環境となり、現場の安全衛生が保たれ、本体
工事の作業効率を高めるとともに、施工品質の確保が容易となります。

マグマロック
ゴムスリーブ

マグマロック
ステンレススリーブ

誘導目地

取付管

汚水ます

ポンプ設備

雨水ます 雨水管

汚水管

除害施設

水・汚泥処理施設

大口径管

中小口径

下水処理場
（終末処理場）

私たちのまちを支える、下水道。それぞれの
家庭から出る生活排水や工場の汚水などを
様々な仕組みで浄化することで、水の循環を
健全に保っています。

生活排水や
汚水・雨水を
集める

処理場で
キレイに
する

海に戻し
自然に
還元する

暮
ら
し
を
支
え
る
、
下
水
道
。

私たちの暮らしと
密接な下水道のチカラ。



【本社】

〒121-0062
東京都足立区南花畑 1-9-18

TEL　03-6416-0054
FAX　03-6416-0109（代表）
        03-6416-0073（工事部）

【埼玉営業所 兼 八潮機材センター】

〒340-0825
埼玉県八潮市大原 593-2

T E L　048-951-4165
FAX　048-951-3105

【神奈川営業所】

〒252-0311
神奈川県相模原市南区東林間 4-14-3
メゾンドゥカティ 407

TEL　042-705-6458
FAX　042-705-6459

【東北営業所】

〒983-0002
宮城県仙台市宮城野区蒲生
5-11-2　Sc

TEL　022-349-9688
FAX　022-349-9699

【名古屋営業所】

〒454-0911
愛知県名古屋市中川区高畑 1-200 
Casa Lucia 702 号室

TEL　052-365-1789
FAX　052-365-1790


